
５
・
６
月
の
担
当
医

5月
3
日
（
　
）
藤
岡
　
均
（
藤
岡
医
院
）

4
日
（
　
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

5
日
（
　
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

6
日
（
　
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

11
日
（
日
）
奥
村
昇
司
（
お
く
む
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

18
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

25
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

６月
１
日
（
日
）
大
塚
正
議
（
大
塚
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
）

８
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

15
日
（
日
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

22
日
（
日
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

29
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
5
月
25
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　
せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　
金
山
病
院
へ
受
診
く
だ
さ
い
。

る
物
や
部
屋
な
ど
の
タ
バ
コ
臭
か
ら
も
有
害

物
質
は
検
出
さ
れ
、
そ
れ
を
吸
う
こ
と
で
体

調
に
も
影
響
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
バ
コ
は
喫
煙
者
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲

の
人
や
次
世
代
に
、
長
く
影
響
し
ま
す
。
体

調
不
良
に
な
れ
ば
社
会
的
な
影
響
も
あ
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
未
成
年
の
喫
煙
は
防
ぐ
べ
き

こ
と
で
す
。
下
呂
市
で
は
「
健
康
げ
ろ
21
」

で
禁
煙
対
策
を
あ
げ
推
進
し
て
い
ま
す
。

禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
に
は
？

　

タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
に
は
依
存

性
が
あ
り
ま
す
。
心
で
「
や
め
た
い
」
と
思
っ

て
も
体
が
「
や
め
た
く
な
い
」
た
め
に
、
失
敗

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

は
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
保
険
診
療
で
治

療
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
下
呂
市
内
に
も
禁
煙

治
療
が
で
き
る
医
療
機
関
が
あ
り
ま
す
。
ニ
コ

チ
ン
パ
ッ
チ
や
ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
飲
み
薬
な

ど
禁
煙
補
助
薬
の
力
を
借
り
、
専
門
家
の
治
療

や
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
禁
煙
は
成
功
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
は
生
活
の
一
部

で
あ
る
た
め
家
族
の
協
力
も
必
要
で
す
。

　

長
期
喫
煙
を
し
て
い
た
人
で
も
禁
煙
期
間

が
長
く
な
れ
ば
健
康
な
状
態
に
近
づ
く
の
で
、

今
す
ぐ
禁
煙
を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
！

 
　
　
　
　
●
市
内
の
禁
煙
外
来
●

　

市
立
小
坂
診
療
所　
　

☎
62
・
２
２
１
２

　

市
立
金
山
病
院
（
予
約
制
）
☎
32
・
２
１
２
１

　

黒
木
医
院　
　
　
　
　

☎
24
・
１
３
０
３

　

小
池
医
院　
　
　
　
　

☎
25
・
６
６
８
８

　

そ
の
他
の
医
療
機
関
の
場
合
も
事
前
に

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

罰
則
を
規
定
す
る
「
未
成
年
者
喫
煙
禁
止
法
」、

そ
の
他
多
く
の
タ
バ
コ
に
関
す
る
法
律
や
条

例
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
？

タ
バ
コ
の
成
分
に
理
由
が
あ
り
ま
す

　

タ
バ
コ
の
煙
は
「
Ｐ
Ｍ
2.5
」
で
す
。

Ｐ
Ｍ
2.5
と
は
、
肺
の
奥
の
小
さ
な
細
胞

ま
で
入
り
こ
み
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
大

き
さ
の
物
質
を
い
い
ま
す
。
室
内
で
喫

煙
し
た
場
合
の
Ｐ
Ｍ
2.5
の
濃
度
は
極
め

て
危
険
な
レ
ベ
ル
に
な
り
、
日
本
で
は

大
気
よ
り
も
問
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
バ
コ
の
煙
に
は
有
害
な
「
ニ

コ
チ
ン
」「
タ
ー
ル
」「
一
酸
化
炭
素
」「
シ

ア
ン
化
合
物
」「
発
が
ん
性
物
質
」
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
人
が
吸
い
こ
む
「
主
流
煙
」
よ
り

タ
バ
コ
の
先
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
「
副
流

煙
」
の
ほ
う
が
数
倍
～
百
数
十
倍
の
有

害
物
質
が
含
ま
れ
、
喫
煙
し
て
い
な
い

人
も
「
副
流
煙
」
を
吸
う
「
受
動
喫
煙
」

に
よ
っ
て
健
康
被
害
を
受
け
ま
す
。
さ

ら
に
喫
煙
者
の
吐
息
や
身
に
付
け
て
い

日
本
の
タ
バ
コ
に
関
す
る
主
な
法
律

　

日
本
に
は
、「
健
康
増
進
法
」（
受
動
喫
煙
の

防
止
）
を
は
じ
め
「
労
働
安
全
衛
生
法
」
や

自
分
と
家
族
と
未
来
の
た
め
に
！

　
　
　
　
　
今
か
ら
禁
煙
し
よ
う
！
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科

　
　
　
　
　
　
（
急
病
患
者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

　
さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

日
・祝

土
・祝

月
・祝

火
・祝

　＜たばこの成分の作用＞
・細胞の酸欠：脳・心臓・肺・肝臓・腎臓・
　　膵臓・生殖器など臓器でも
・末梢血管を細くする→血圧上昇、血流減少
・心拍数増加
・気管支が細くなる→喘息の誘発、肺機能の低下
・コラーゲン（血管内皮細胞の材料でもある）の減少
・ＬＤＬ（悪玉ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ）を増やし
　　ＨＤＬ（善玉ｺﾚｽﾃﾛｰﾙ）を減らす→動脈硬化

＜含まれる物質＞
・ニコチン
・一酸化炭素
・シアン化合物
・ダイオキシン
・タール
・気道刺激物質など

・粘膜刺激
 （なみだ，眼のかゆみ，
  鼻汁，せき，頭痛など）

・集中力、体調に影響

・触れた場所
  への影響

・活性酸素による遺伝子へのダメージ
・免疫細胞へのダメージ→がん、感染症
・卵巣の酸欠→卵子が育ちにくい→不妊、
　　　　　　　　　　　胎児の育ちの遅れ
・精子遺伝子へのダメージ→不妊、胎児の
　　　　　　命への影響、出生後の病気や障害
・胎盤を通る→胎児に影響→胎内での成長阻害
　　　　　　　　　→出生後の成長阻害や病気

タバコの煙
・粒子のサイズは
  PM2.5
（肺細胞に入り込む）

主流煙（本人が吸う煙）

副流煙（ただよう煙）
・主流煙より有害

タバコ臭

吸う

溶けた
ツバを
飲み込む

吸収（肺）

吸収
（口・歯茎・
 喉・胃・腸）

排泄（一部は息として）

血液 全身

（妊婦）
胎盤

処理（肝臓）

排泄（尿）

〜たばこが体に入って出るまで〜



　

岐
阜
県
で
は
、
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
効

果
的
な
接
種
を
図
り
、
先
天
性
風
し
ん
症

候
群
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
、
風
し

ん
抗
体
検
査
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
「
岐

阜
県
風
し
ん
抗
体
委
託
検
査
事
業
」
を
５

月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
岐
阜
市
を
除
く
県
内

に
住
所
を
有
す
る
「
妊
娠
を
希
望
す
る
女

性
」
か
「
抗
体
価
が
基
準
値
以
下
（
Ｈ
Ｉ

法
で
の
抗
体
価
が
16
倍
以
下
）
又
は
医
師

か
ら
十
分
な
抗
体
価
が
な
い
と
診
断
さ
れ

た
妊
婦
の
夫
及
び
同
居
者
」と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
、
風
し
ん
の
既
往
歴
の
あ

る
方
、
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
検
査
を
受
け
る
に
は
「
協
力
医
療

機
関
」
と
な
っ
て
い
る
医
療
機
関
へ
出
向

き
、
書
類
を
提
出
し
て
対
象
と
認
め
ら
れ

れ
ば
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
問
合
先
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
先
：
岐
阜
県
庁　

保
健
医
療
課　

☎
０
５
８
・
２
７
２
・
８
２
７
０
（
直
通
）

岐
阜
県　

風
し
ん
抗
体
検
査
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.pref.gifu.lg.jp/
kenko-fukushi/yaku-eisei-kansen/
kansensho/sonota/fushin-koutai.html

　

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
の
検
診
を
、
次
の

医
療
機
関
で
５
月
中
旬
頃
よ
り
検
診
を
う
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
バ
ス
で
の
集
団

検
診
は
７
月
か
ら
実
施
し
ま
す
。
国
民
健
康

保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
対
象
と
な
る
方
、

社
会
保
険
等
に
加
入
さ
れ
市
の
検
診
を
希
望

さ
れ
た
方
に
は
５
月
中
旬
に
受
診
案
内
を
送

付
し
ま
す
。
が
ん
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
、

積
極
的
に
検
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

【
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
が

　
　
　
　

受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

・  

黒
木
医
院
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　

久
美
愛
厚
生
病
院
（
高
山
市
）

【
乳
が
ん
個
別
検
診
が

　
　
　
　

受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
】

・
金
山
病
院
、久
美
愛
厚
生
病
院（
高
山
市
）

※
詳
細
は
健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

献
血
を
次
の
場
所
で
行
い
ま
す
。
献
血

は
16
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
人
が
で
き
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
医
療
の
場
に
お
い
て

輸
血
は
重
要
な
治
療
法
の
ひ
と
つ
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
常
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
５
月
21
日
㈬

　

10
時
～
12
時
30
分　

Ｋ
Ｙ
Ｂ
金
山
㈱

　

14
時
～
16
時　
　
　

金
山
病
院

●
６
月
25
日
㈬

　

10
時
～
11
時
30
分　

下
呂
市
民
会
館

　

13
時
～
16
時　
　
　
下
呂
看
護
専
門
学
校

※
献
血
受
付
業
務
は
日
本
赤
十
字
社
下
呂

市
金
山
赤
十
字
奉
仕
団
の
皆
様
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
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金山病院乳腺外来

　

金
山
病
院
乳
腺
外
来
は
開
設
以
来
今
年
で
21

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、
多
く
の
皆

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
き
南
飛
騨
の
乳
腺
診
療

の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
金

山
病
院
乳
腺
外
来
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

◎
乳
が
ん
は
女
性
の
が
ん
の
な
か
で
最
も
多
く
、

現
在
で
は
16
人
に
一
人
は
乳
が
ん
に
な
っ
て
い

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
が
ん
は
40

代
後
半
か
ら
50
代
前
半
に
か
け
て
最
も
多
く
発

見
さ
れ
て
お
り
、
家
庭
的
に
も
社
会
的
に
も
責

任
の
あ
る
年
代
に
多
い
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

乳
が
ん
の
治
療
は
手
術
ば
か
り
で
な
く
術
後
の

抗
が
ん
剤
な
ど
に
よ
る
薬
物
療
法
が
必
要
な
こ

と
も
多
く
、
ま
た
、
ほ
か
の
が
ん
と
比
べ
て
も

５
年
間
再
発
が
な
け
れ
ば
完
治
し
た
と
判
断

さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
手
術
後
何
年
た
っ
て

も
再
発
の
危
険
性
が
あ
り
、
長
期
に
わ
た
る

き
め
細
か
い
経
過
観
察
が
必
要
で
す
。

◎
乳
が
ん
検
診

　

金
山
病
院
で
は
乳
腺
外
来
開
設
時
よ
り
エ

コ
ー
検
査
に
よ
る
乳
が
ん
の
出
張
検
診
を
続
け

て
、
当
地
域
の
乳
が
ん
の
早
期
発
見
と
治
療
の

啓
蒙
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
病
院
に

お
い
て
ド
ッ
ク
、
職
場
検
診
、
ク
ー
ポ
ン
券
に

よ
る
検
診
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
検
診
内
容

は
、
問
診
、
視
触
診
、
エ
コ
ー
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
）
で
す
。
Ｍ
Ｍ
Ｇ
は
１
～
２

年
に
一
回
、
エ
コ
ー
は
毎
年
と
な
っ
て
い
ま

す
。
日
本
人
で
乳
が
ん
が
多
く
発
見
さ
れ
る
年

齢
で
は
エ
コ
ー
検
査
は
よ
り
有
効
な
診
断
手
段

に
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
金
山
病
院
で
は
、

Ｍ
Ｍ
Ｇ
ば
か
り
で
な
く
エ
コ
ー
に
よ
る
検
診
に

力
を
い
れ
て
い
ま
す
。
検
診
は
、
年
１
回
は
受

け
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

◎
金
山
病
院
を
受
診
さ
れ
た
ら

　

乳
房
の
異
常
を
訴
え
て
、
ま
た
検
診
で
要
精

蜜
検
査
と
な
っ
て
受
診
さ
れ
た
方
に
対
し
て
触

診
、
エ
コ
ー
、
Ｍ
Ｍ
Ｇ
な
ど
の
画
像
診
断
、
細

胞
診
、
マ
ン
モ
ト
ー
ム
、
針
生
検
、
切
開
生
検

な
ど
の
組
織
診
断
な
ど
各
種
検
査
を
行
っ
て
乳

が
ん
発
見
に
努
め
て
い
ま
す
。
組
織
診
断
は

入
院
の
必
要
は
な
く
、
自
分
で
車
を
運
転
し
て

帰
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

◎
乳
が
ん
の
治
療

　

乳
が
ん
は
手
術
的
に
取
り
除
く
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
金
山
病
院
で
は
癌
の
進
行
程
度
に

よ
っ
て
乳
房
を
切
除
（
全
摘
）
す
る
手
術
や
乳

房
を
部
分
的
に
切
除
（
乳
房
温
存
）
し
乳
房
の

変
形
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
た
手
術
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
の
投
薬
や
抗
が
ん
剤
治
療
が

必
要
な
こ
と
も
多
く
、
定
期
的
な
注
射
や
経
過

観
察
の
た
め
に
も
近
く
の
病
院
の
役
割
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
乳
房
を
残
し
た
場
合
現
在

の
標
準
的
治
療
で
は
温
存
乳
房
に
放
射
線
を
照

射
し
ま
す
。
放
射
線
治
療
が
行
え
る
病
院
に
25

日
（
25
回
）
通
院
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
今
後
の
展
望

　

女
性
の
が
ん
の
中
で
乳
が
ん
は
ま
す
ま
す
増

え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
金
山
病
院
乳
腺
外
来

は
今
後
も
皆
さ
ん
に
頼
っ
て
い
た
だ
け
る
身
近

な
病
院
と
し
て
乳
が
ん
の
早
期
発
見
と
生
活
に

密
着
し
た
治
療
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　　

下
呂
市
立
金
山
病
院　

顧
問　

古
田
智
彦

※
金
山
病
院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
の
募
集
を
し

て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
山
病

院
事
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

献
血
の
お
知
ら
せ

風
し
ん
抗
体
検
査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
の

　
　
個
別
検
診
が
始
ま
り
ま
す
！


